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病虫害は少ない。 

生長は遅いが、萌芽力が強く枝が混み合

うため、枝を透かすとよい。剪定時期は、

初夏の花芽形成前がお薦め。枝先に花芽

をつけるため、切り戻すと花付が減って

しまう。 

自家不和合性の品種が多いため、２品種

以上を植えるとよい。果樹の収穫目的の

場合、開花期が梅雨時期に重なるため人

工受粉、雨除け、マルチング材などで根

の周りを覆うことなどが必要になる。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

「追熟（ついじゅく）」とは、果実を収穫後、

一定期間置き完熟させる処理のこと。 

Memo 

長い真紅の雄しべを何本も伸ばし、トロピカル

な花をつける。果実を収穫後、完熟するまでし

ばらく「追熟（ついじゅく）」させると甘くな

り食べられる。果実だけではなく、肉質の花弁

も食べられる。導入当初、鉢植で楽しんでいた

熱帯果実。－１０℃ほどの耐寒性がある。 
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